
 
 
 
 
 
 
 
 

１、被害状況（該当支部）                        8/22  9：00 現在 

 城北 菊鹿 阿蘇 東部 西部 宇城 八代 計 

ケガ  0 0 7 6 10  23 

全 壊  2 1 78 14 20  115 

半 壊 1 10 3 208 20 41 3 286 

瓦・一部 15 22 6 343 40 157 12 595 

地盤沈下   

液状化 

 
 

１ 

（川沿い） 
    1 

土石流避難   4     4 

 

（１）被災地の状況 

〇プレハブの仮設住宅に入居できる事になったが、室内は入居前からカビだらけ。掃除は入居者がすることになっ

ていたため業者にお願いした。また、入居は抽選だったが、現在空き室がある。 

〇一部損壊は支援制度がないため、り災証明書を申請していない組合員が多数いた。（熊建労共済は見舞金あり） 

 

２、支援活動 

（１）8月ボランティア予定 

  ○28 日のボランティア参加予定者は、14人となっています。全支部からの参加を呼びかけ、一気に訪問体制を作り

ます。 

  〇組合員訪問を中心に取組み、ガラ片づけ等は個別に対応していきます 

   

（２）8月 21日ボランティア活動  

  〇25人（福建労 10人）8 組に分かれてブロック塀の片づけと組合員訪問行動。106件を訪問し、63人と対話できま

した。 
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 8 月 21 日に熊建労 15 人、福建労 10 人の計 25 人が 8 組に

分かれてボランティア訪問を取組みました。 
 6 人でブロック塀の片付けを行い、2 トン車いっぱいのブロ

ックを積み込みましたが、まだ 6 メートルほどは作業が出来

る場所ではありませんでした。処分場には、後日持ち込む予

定です。 
 7 組に分かれた組合員訪問では、組合員は日曜日でも仕事

で留守が多く、家族との対話で組合共済にり災証明が必要な

こと、一部損壊でも見舞金があることを訪問してお知らせし

ました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 積み上げられたブロッ

クは、阿吽の呼吸で手際よ

くトラックに積み込み。 
日曜日はお休みとなる

集積所に後日持ち込みま

す。 


